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９月15日（土） 9月の催し 

★エルデホール催物のご案内★ 

「三遊亭円楽独演会」 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせは 
　エルデホール（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　※木曜日休館 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.lg.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

　日曜夕方の人気番組でお
なじみの円楽さんによる独
演会を開催します。 
　テレビでは腹黒をネタに
されていますがメンバーか
らの信頼も厚いという円楽
さん、テレビとは違った一
面も見られるかもしれません。
人気、実力（毒気も？）と
もにかねそなえた円楽さん
の落語に、見入ってください、聞き入ってください。 
■出演／三遊亭円楽 
■開演／１４：００（開場１３：３０） 
■入場料／２,７００円（友の会２,５００円） 
　　　　　（当日３００円増）【全席指定】 
　※未就学児童の入場はご遠慮ください。 
■一般発売／７月１４日（土）９時から 
■友の会先行発売／７月７日（土）９時から 
　※両日とも電話受付は１３時から 
■主催／福崎町・福崎町教育委員会 
■後援／福崎町社会福祉協議会 

歴史民俗資料館　連続講座②のご案内 
　明治２５年（１８９２）に播但鉄道姫路～寺前間が開通
したことで、福崎町内にも播但線が敷設され、市川
の河川交通が主だった福崎の人々の生活も大きく変
容しました。 
　今回の講座では、鉄道 
建設時の橋梁やトンネル 
などの現在に残る鉄道遺 
産から、私たちの身近に 
ある鉄道の歴史についてお話しいただきます。 
演題：播但線の鉄道遺産と兵庫の鉄道史 
日時：７月２８日（土）１３：３０～１５：００ 
講師：鈴木敬二さん（兵庫県立歴史博物館事業企画課長） 
場所：歴史民俗資料館　２階 
問い合わせ先：歴史民俗資料館　　２２－５６９９ 

受講無料・申込不要です。ぜひおこしください。 



３ 

　６月２３日に大分

市で開催された「第

１３回食育推進全国

大会」で、福崎町

食育推進委員会が

第２回食育活動表

彰を受けました。

この表彰は、食育

を推進する優れた

取組を称えるもので、

特産「もち麦」の機能性を健康づくりに活かし、

食育と一体的にすすめる活動が認められました。 

（健康福祉課・農林振興課） 

山桃忌奉賛事業を行います。ぜひご参加ください。 

【写生大会】 
　対象　小・中学生 
　日時　７月２１日（土）・２２日（日）９：００～ 
　　　　いずれか１日だけの参加も可です。 
　場所　柳田國男生家付近 
　審査　平田文子　先生 

【短歌祭】 
　日時　８月４日（土）１０：００～ 
　場所　文化センター　小ホール 
　選者　楠田立身　先生（兵庫県歌人クラブ顧問） 

　６月１日、善意賞表彰式

を行いました。 

　善意賞は、各分野で人々

の模範と認められる善意の

行為があった方に贈るもので、

個人にはサルビア賞を、団

体にはクロガネモチ賞を贈り、

その善意をたたえています。 

　今年度は、環境活動に取

り組まれている、福崎エコ

の会にクロガネモチ賞を贈

りました。今後ますますのご活躍を祈念します。 

（総務課） 

福崎エコの会 
代表　西村展般さん 

町長（左）と食育推進委員会　 
　　　　後藤幸男委員長（右） 

文化協会からのお知らせ 

　福崎町内の花壇などのお世話をしているボランテ

ィアの活動予定（７／２０～８／１９）をお知らせしま

す。ぜひボランティア活動にご参加ください。 

ココロンクラブ 

　７月２８日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 

みどりのグループ 

　８月１日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“広げようフラワーボランティアの輪” “広げようフラワーボランティアの輪” 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

観光協会クリーン作戦 
　今年も七種山、　川山、日光寺山、春日山周
辺のごみ一掃をめざして、クリーン作戦を実施
します。みなさんのご協力をお願いします。 
実施日時　７月２１日（土）　小雨決行 
　　　　　午前６時５０分から１時間程度 
　　　　※清掃ができる服装でご参加ください。 
集合場所　○福崎地区の方 
　　　　　　　青少年野外活動センター前 
　　　　　○田原・八千種地区の方 
　　　　　　　柳田國男・松岡家記念館前 
持 ち 物　手袋・帽子・鎌 など 
　　　　※火ばし・ごみ袋は当協会で用意します。 

（福崎町観光協会） 

第６８回「社会を明るくする運動」 
神崎郡住民大会開催 

　　　日　時　７月１１日（水）　１３：３０～ 

　　　場　所　エルデホール 

　　　内　容　講演会　ほか  

　社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯

罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生につ

いて理解を深め、それぞれの立場において、力を

合わせ犯罪や非行のない明るい社会を築こうとす

る全国的な運動です。７月が啓発月間です。 

問い合わせ先　健康福祉課（内線３６４） 



４ 

１日目 8月4日（土）１３：３０～ 

山桃忌式典 

オープニング「ギター・マンドリン演奏」 

　　　　　　　　福崎高等学校ギター・マンドリン部 

基調講演　「『故郷七十年』と『遠野物語』」 

　　　　　柳田國男・松岡家記念館顧問（東京学芸大学教授）

　石井正己 

シンポジウム　「柳田國男と『遠野物語』」 

コーディネーター：石井正己　　　　　　　　　　 

パネリスト：韓国・全南大学校教授　　　金　容儀 

千葉大学名誉教授　　　　　荻原眞子 

宮本常一記念館学芸員　　　高木泰伸 

神戸医療福祉大学教授　　　足立泰紀 

第１部  柳田國男と『遠野物語』 

特産品・観光コーナー　１２：３０～１７：３０ 

もちむぎ商品、観光グッズなどを販売します。 

　福崎町では、柳田國男と兄・井上通泰の祥月にあたる8月に、二人の偉業

を偲んで「山桃忌」を開催しています。 

　今年は、「柳田國男と『遠野物語』」をテーマに、講演会やシンポジウム、

遠野言葉できく『遠野物語』の語り、遠野の民俗芸能「しし踊り」の上演な

どで、松岡五兄弟の功績を発信します。遠野の地で國男も目にした「しし踊

り」では、『遠野物語』１１９話に紹介されている柱がかりをはじめ、６演目

が披露されます。日本の伝統芸能を、ご家族そろってご覧ください。 

 

とき　8月4日（土）・5日（日）　ところ　エルデホール 

２日目 8月5日（日）１３：３０～ 

「遠野の民俗芸能」解説 

　柳田國男・松岡家記念館顧問（東京学芸大学教授） 

石井正己 

『遠野物語』の語り　　　　　　　　語り部　大平悦子 

遠野の民俗芸能「しし踊り」披露　張山しし踊り保存会 

　　　　　・通り・門がかり・刀掛 

　　　　　・すな踊り・柱がかり・しきは 

８月４日（土）の第１部は、事前に申込が必要です。 
申込先　社会教育課（内線２５６・２５７）FAX２２－０６３０ 

予 約 申 込 

要申込 第２部  『遠野物語』の世界を知る 申込不要 

張山しし踊り 

☆もちむぎのやかたレストラン　 

　８月４日（土）のみ延長営業します。福崎町

特産もちむぎを使用した料理をご賞味くださ 

い。 

営業時間　１１：００～ 

オーダーストップ　１９：００ 

☆民俗学の夕べ 

夜
の
催
し
 

　柳田國男が生まれ育った　川区で毎年山桃

忌の夜に開催されるお祭りです。人形劇、鬼

太鼓、餅まきなどが行われます。 

と　き　８月４日（土）　１８：００～２１：３０ 

ところ　鈴ノ森神社境内 

８月４日（土）は、エルデホールから　川界隈まで無料送迎バスを運行します。 

演目 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書10冊 
「宇喜多の楽土」　　　　木下　昌輝 
「酸っぱいブドウ／はりねずみ」　ザカリーヤー・ターミル 

行事予定（７月２１日～８月１日） 

月 

７ 

７ 

８ 

日 

２１ 

２８ 

１ 

土 おはなし会 

えほんのじかん 

子ども映画会 
「星の火　ほか」 

土 

水 

１１：００ 

１４：００ 

１１：００ 

曜日 時間 行　　事 

☆８月２日（第１木曜日）資料整理のため休館 

　スライムを作って、作ったスライムでいろんな

ゲームに挑戦しましょう♪ 

　どんなスライムが出来上がるかな？ 

※要予約・先着２０人（５歳以上） 

７月２５日（水）１０時～ 

●文化センター行事予定（7/19～8/18） 

神崎学園 
日時：７月１９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　８月９日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：８月９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　８月１６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：７月１９日（木）　１３：２０～１５：００ 
　演題：「高齢者の生きがいと人権 
　　　　　～イキイキ長寿生きがい１０話～」 
　講師：春川ファミリーコーヒー係長 
　　　　　朝ごみ担当兼務　春川政信さん 
 
※上記公開講座は、一般の方も参加していただけ
ます。ぜひお越しください。 

　今年も夏休みの勉強対策として、“自習室”を

開放します。 

　みなさん参加して、勉強を頑張りましょう！ 
 

【前期】７月３０日（月）・３１日（火） 

　　　　８月１日（水）～３日（金） 

　○八千種県民交流広場（９:００～１１:００） 

　○高岡県民交流広場（１０:００～１２:００） 

【後期】８月６日（月）～１０日（金） 

　○田原県民交流広場（９:００～１１:００） 

　○福崎県民交流広場（１０:００～１２:００） 
 

＊自習する中でわからない点は、サマースクール

の指導員からアドバイスが受けられます。どん

どん力を伸ばしましょう！ 

＊指導員も募集しています。ご協力いただける方

は、ぜひご連絡ください。 
 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

小学４・５・６年生へのおさそい 

福崎町 
婚活応援ワークショップ 
　日本一の成婚率・指導実績を誇る講師とともに幸
せな未来を手に入れましょう 
 
 
 
 
会　　場　福崎町保健センター 
内　　容　【前半】男女別ワークショップ 
　　　　　　男性：今すぐ使える実践講座 
　　　　　　女性：料理教室 
　　　　　【後半】男女共同ワークショップ 
会　　費　１回５００円 
参加資格　おおむね２０～４０歳前後の独身男女 
募集人数　男女各１５人程度 
応募方法　下記申込先までご連絡ください。 
確認事項　氏名・年齢・住所・電話番号 
※応募多数の場合は、３回とも継続して参加される
方、町内在住の方を優先に調整します。あらかじ
めご了承ください。 
申し込み　ベスパ（イベント業者） 
　　　　　　０７０－６６８８－４４５４ 
　　　　　メール fukusakicon@gmail.com 
問い合わせ先　地域振興課　地域づくり係（内線３９２） 

参加者 
募集 

１回目：９月２日（日） 
２回目：１０月２８日（日） 
３回目：１１月１１日（日） 

時間はいずれも 
１３：３０～１７：３０（予定） 

５ 



福崎町 

「
も
く
と
う
。
」 

　
こ
れ
は
毎
年
決
ま
っ
た
日
に
地
震

や
津
波
で
亡
く
な
っ
た
方
々
に
さ
さ

げ
ら
れ
る
お
祈
り
。
震
災
は
、
何
の

罪
も
な
い
人
、
ふ
つ
う
に
暮
ら
し
て

い
る
人
々
の
大
切
な
生
活
や
命
を
一

瞬
で
奪
っ
て
い
く
。 

　
私
は
、
テ
レ
ビ
の
情
報
番
組
で
、

東
日
本
大
震
災
が
あ
っ
た
被
災
地
の

映
像
を
見
た
。
そ
の
状
況
は
悲
惨
で
、

が
ら
く
た
ば
か
り
が
い
っ
ぱ
い
積
み

重
な
っ
て
い
た
。
そ
の
近
く
で
泣
き

崩
れ
て
い
る
人
、
家
族
を
探
し
て
い

る
人
が
大
勢
い
た
。
私
は
初
め
て
、

震
災
後
の
被
災
地
の
状
況
を
知
っ
た
。

私
が
最
も
驚
い
た
の
は
、
小
学
校
の

一
番
上
の
階
の
窓
に
、
車
が
さ
さ
っ

て
い
た
映
像
。
車
が
宙
に
浮
い
て
い

た
。
私
は
び
っ
く
り
し
て
思
わ
ず
言

葉
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
番
上
の

階
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
た
様
子
だ

っ
た
。
私
が
び
っ
く
り
し
て
立
ち
す

く
ん
で
い
る
と
、
次
の
ニ
ュ
ー
ス
が

耳
に
入
っ
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
、

あ
る
女
の
人
が
自
分
の
命
よ
り
も
他

の
人
た
ち
の
命
を
優
先
し
て
助
け
、

自
分
が
命
を
落
と
し
た
と
い
う
内
容

だ
っ
た
。
私
は
、 

「
す
ご
い
。
勇
気
あ
る
な
。
」 

と
思
っ
た
。 

　
未
だ
に
避
難
し
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
る
。
避
難
し
て
い
る
人

た
ち
は
、
自
分
の
家
が
崩
れ
て
し
ま

い
、
家
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
人
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
。
日
々
、 

「
早
く
自
分
の
家
に
帰
り
た
い
。
」 

「
早
く
家
族
に
会
い
た
い
。
」 

と
い
う
思
い
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。

で
も
そ
れ
が
簡
単
に
で
き
な
い
の
が

今
の
被
災
地
の
大
変
な
状
況
だ
っ
た
。 

　
震
災
は
自
然
現
象
。
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
い

つ
も
震
災
が
起
き
る
と
、 

「
自
分
が
震
災
に
あ
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
。
」 

と
考
え
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
こ
わ

く
な
っ
て
く
る
。 

　
学
校
で
震
災
の
勉
強
を
し
た
。
そ

れ
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
内
容
だ

っ
た
。
私
が
住
ん
で
い
る
町
も
被
害

に
あ
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
学
習

を
し
た
。 

　
私
は
あ
る
写
真
を
見
た
。
そ
れ
は

避
難
者
同
士
が
、
身
を
寄
せ
合
い
、

お
互
い
に
助
け
あ
っ
て
い
る
写
真
だ

っ
た
。
大
切
な
人
、
大
切
な
物
を
な

く
し
た
人
同
士
が
、 

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。
」 

と
励
ま
し
合
っ
て
い
る
よ
う
に
私
は

思
え
て
、
す
ご
く
感
動
し
た
。
私
は
、 

「
み
ん
な
精
一
杯
に
生
き
て
い
る
ん

だ
。
」 

と
震
災
に
あ
っ
た
人
た
ち
の
気
持
ち

が
少
し
だ
け
分
か
っ
た
気
が
し
た
。 

　
少
し
年
が
経
つ
と
、
次
は
熊
本
地

震
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
地
震
で
も
多

く
の
人
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
熊

本
県
は
悲
し
み
で
お
お
わ
れ
た
。
そ

れ
を
救
っ
た
の
は
、
熊
本
県
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
だ
っ
た
。

く
ま
モ
ン
が
熊
本
の
人
に
元
気
を
与

え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
く
ま
モ
ン
が

募
金
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い

だ
す
と
、
家
に
帰
れ
る
人
も
少
し
ず

つ
出
て
き
て
、
み
ん
な
も
笑
顔
に
な

っ
て
い
っ
た
。
私
は
く
ま
モ
ン
の
存

在
は
と
て
も
大
き
い
ん
だ
と
感
心
し

た
。
そ
の
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

そ
の
土
地
を
救
う
ん
だ
な
あ
と
改
め

て
思
っ
た
。 

　
日
本
は
地
震
な
ど
が
起
こ
り
や
す

い
国
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
は
、
今

ま
で
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
地
震
を
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
、
地

震
が
ど
れ
ほ
ど
の
す
ご
い
力
な
の
か

あ
ま
り
知
ら
な
い
。
で
も
、
経
験
し

て
い
な
く
て
も
何
だ
か
感
じ
る
も
の

が
あ
る
。
そ
の
気
持
ち
に
な
る
の
が

私
は
不
思
議
だ
。 

　
私
は
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地

震
、
そ
し
て
自
分
が
住
ん
で
い
る
町

も
地
震
に
あ
っ
た
阪
神
淡
路
大
震
災

で
亡
く
な
っ
た
方
々
の
こ
と
、
さ
ら

に
地
震
の
こ
わ
さ
、
大
切
な
も
の
を

一
瞬
で
奪
っ
て
い
く
自
然
の
強
い
力

を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
、 

「
ま
だ
行
方
不
明
の
方
々
が
、
一
刻

も
早
く
見
つ
か
り
ま
す
よ
う
に
。
」 

と
い
う
願
い
も
ず
っ
と
心
の
中
の
ど

こ
か
に
常
に
忘
れ
ず
に
き
ち
ん
と
お

い
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
地
震
や
防

災
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
び
、

周
り
の
人
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
。 

震
災
に
つ
い
て 

福
崎
東
中
学
校
１
年（
当
時
） 

大
井
絢
晴 

６ 

福崎西中学校３年（当時）　福井康太 

福崎小学校３年（当時）　加藤一瑳 

八千種小学校１年（当時）　城谷美空 

大
丈
夫
　
そ
の
一
言
が 

　
救
い
の
手 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　
多
田
香
凜 

い
じ
め
っ
子
　
自
分
に
自
信
が 

　
な
い
人
だ 

福
崎
東
中
学
校
１
年（
当
時
）　
椋
野
璃
希 

気
づ
く
こ
と
　
そ
こ
か
ら
つ
な
が
る 

　
笑
顔
の
輪 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
）　
木
村
留
華 

ど
う
し
た
の
　
そ
の
一
言
で 

　
友
す
く
う 

福
崎
小
学
校
５
年（
当
時
）　
松
田
諒
也 

田原小学校５年（当時）　　橋　咲 



　
梅
雨
空
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
心
配
し
て
い
た
ゲ

リ
ラ
豪
雨
も
な
く
、
６
月
定
例

議
会
も
２２
日
に
無
事
閉
会
し
ま

し
た
。
今
議
会
は
大
き
な
契
約

案
件
を
４
件
上
程
い
た
し
ま
し
た
。

福
崎
駅
周
辺
整
備
に
お
け
る
、

交
流
広
場
、
駅
前
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
、
交
通
広
場
、
道
の
駅

機
能
を
持
つ
　
川
観
光
交
流
セ

ン
タ
ー
で
す
。
福
崎
町
の
雰
囲

気
が
年
末
・
年
度
末
に
向
け
て

大
き
く
様
変
わ
り
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
望
ま
れ
る
方
向
で
あ
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
に
お
い
て
は
、
骨
太
の
方

針
（
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
２
０
１
８
）
が
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
一
般

財
源
は
２
０
２
１
年
度
ま
で
現

在
の
水
準
と
実
質
同
水
準
に
抑

制
す
る
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

地
方
消
費
税
増
税
を
財
源
と
す

る
方
針
が
ど
こ
へ
向
か
う
の
か

心
配
し
て
い
ま
す
。 

第４７９回福崎町議会 

施
設
紹
介
⑥
　
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
歴
史
民
俗
資
料
館
は
平
成
２９

年
に
開
館
３５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ん
に
「
れ
き
み 

ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
福

崎
を
中
心
と
し
た
郷
土
神
崎
郡

に
関
す
る
文
化
資
料
を
収
集
・

保
存
し
て
い
ま
す
。 

　
建
物
は
明
治
１９
年
神
東
・
神

西
郡
役
所
と
し
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
均
整
の
と
れ
た
堂
々
と

し
た
外
観
の
洋
風
建
築
で
、
玄

関
周
り
を
は
じ
め
内
外
の
意
匠

に
す
ぐ
れ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
昭
和
６２
年
に
県
重
要
文

化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
は
、
明
治
１
５
０
年

を
記
念
し
、
「
福
崎
の
今
に
つ

な
が
る
明
治
の
足
あ
と
」
を
テ

ー
マ
に
、
秋
の
特
別
展
や
、
連

続
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
こ
し
く
だ
さ
い
。 

食 育 通 信 
八千種小学校の取り組み 

　昨年度にひきつづき、八千種小学校の６年生は、

1学期にちくわ作り体験を計画しています。 

　昨年度、講師の先生が大きな魚をさばかれる

デモンストレーションを見た後、チョッパーを

使って、魚のすり身作

りを体験しました。そ

の後、竹の棒にすり身

をつけて焼き、できた

てのちくわを試食しま

した。はんぺん、かま

ぼこ作りの実演も見せていただきました。 

　「海からの贈りもの」の話も聞き、魚に関する

造詣が深まり

ました。海の

食材、田畑や

山の食材を、

感謝していた

だきたいもの

です。 

福崎町長　橋本省三 

７ 

６
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
「
ト
ラ
イ
や
る
・ 

ウ
ィ
ー
ク
」
で
中
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た 

今年度は７月５日に予定しています。（写真は平成２９年度分） 

小型家電の 
リサイクル回収を開始します 

小型家電の 
リサイクル回収を開始します 
　平成３０年８月から、小型 

家電のリサイクル回収を実 

施します。 

回収ＢＯＸの設置場所 

　役場庁舎、文化センター、 

　八千種研修センター、 

　図書館、ライフ福崎店 

回収できる品目 

　携帯電話、ノートパソコン、 

　デジカメ、電卓、 

　電子辞書、ゲーム機など 

　蛍光灯・乾電池の収集 

　６月から、粗大ごみの日に、蛍光灯と乾
電池の収集を実施し 
ています。ステーシ 
ョン内に専用のかご 
を設置しています。 
袋や箱に入れたり、 
厚紙で包んだりせず、そのままかごに入れ
てください。 

住民生活課（内線３７２・３７３） 

じ
ん
と
う 

じ
ん 

ざ
い 



生活科学 
センター 
だより 

【
事
例
１
】 

　
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
使
用
中
、

電
源
コ
ー
ド
の
付
け
根
か
ら
火
花

が
出
て
や
け
ど
を
し
た
。
コ
ー
ド

は
い
つ
も
ド
ラ
イ
ヤ
ー
本
体
に
巻

き
付
け
て
収
納
し
て
い
た
。 

【
事
例
２
】 

　
延
長
コ
ー
ド
を
束
ね
た
状
態
で

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
使
用
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
コ
ー
ド
を
束
ね
た
部

分
か
ら
出
火
し
た
。 

　
火
災
と
い
え
ば
冬
に
気
を
つ
け

る
こ
と
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
際
は
季
節
を
問
わ
ず
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
だ
ん
何
気
な

く
使
用
し
て
い
る
電
化
製
品
が
、

重
大
な
火
災
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

　
今
回
の
事
例
を
調
査
し
た
Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｅ（
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
）

に
よ
る
と
、
【
事
例
１
】
の
火
災

の
原
因
は
、
電
源
コ
ー
ド
の
芯
線

が
断
線
し
て
火
花
が
出
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
電
源
コ
ー
ド
を

本
体
に
巻
き
付
け
て
保
管
す
る
と
、

コ
ー
ド
の
根
元
部
分
が
何
度
も
強

く
引
っ
張
ら
れ
た
り
、
折
れ
曲
が

っ
た
り
し
て
断
線
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
【
事
例
２
】
の
よ
う

に
、
延
長
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま

使
用
し
た
た
め
、
コ
ー
ド
内
に
熱

が
こ
も
り
発
火
し
た
と
い
う
事
故

も
あ
り
ま
す
。 

    

■
電
源
コ
ー
ド
を
何
度
も
曲
げ
た

り
、
ね
じ
っ
た
り
し
な
い
。
片

づ
け
る
時
に
は
製
品
本
体
に
コ

ー
ド
を
巻
き
つ
け
な
い
。 

■
長
い
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
使

用
し
な
い
。 

■
電
源
コ
ー
ド
の
上
に
重
い
物
を

の
せ
た
り
、
ド
ア
な
ど
に
挟
み

込
ま
な
い
。 

■
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
時
は
、
コ

ー
ド
を
引
っ
張
る
の
で
は
な
く

プ
ラ
グ
を
持
っ
て
引
き
抜
く
。 

■
使
用
方
法
が
わ
か
っ
て
い
る
電

化
製
品
で
も
取
扱
い
説
明
書
を

よ
く
読
ん
で
か
ら
使
用
す
る
。 

　
古
い
電
化
製
品
は
電
源
コ
ー
ド

だ
け
で
な
く
、
内
部
部
品
が
劣
化

し
て
出
火
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

製
品
を
長
く
使
う
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
異
常
な
音

が
す
る
、
焦
げ
臭
い
に
お
い
が
す

る
、
動
作
が
お
か
し
い
な
ど
、
気

に
な
る
場
合
は
直
ち
に
使
用
を
や

め
、
商
品
を
購
入
し
た
販
売
店
ま

た
は
メ
ー
カ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。 

　
ま
た
、
新
た
に
製
品
を
選
ぶ
際

に
、
電
源
コ
ー
ド
の
根
元
が
折
れ

曲
が
り
に
く
い
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
な
ど
、
長
期
間
安
全
に
使
え

る
か
と
い
う
点
に
着
目
し
て
商
品

を
選
ん
だ
り
、
製
品
の
使
用
期
間

の
目
安
を
尋
ね
て
み
る
の
も
『
賢

い
消
費
者
』
へ
の
第
一
歩
で
す
。 

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事

故
の
未
然
防
止
や
拡
大
防
止
の
た

め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
、
設
備
に
よ
っ
て
起

き
た
事
故
の
情
報
を
収
集
し
て
い

ま
す
。
あ
ら
た
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
も
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

電
源
コ
ー
ド
の
 

取
り
扱
い
に
注
意
 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

８ 

電
化
製
品
を
安
全
に
使
用
す
る

た
め
に
、
次
の
点
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う 

コードのショートにより火花が発生する様子（例） 

※写真は国民生活センター発表資料から転載。 
※写真のヘアドライヤーは事例とは関係ありません。 

ヘアドライヤーにコードを巻き付けた状態の屈曲部（例） 

※写真は国民生活センター発表資料から転載。 
※写真のヘアドライヤーは事例とは関係ありません。 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

本体にコードを巻き付けた状態（例） コードの付け根が屈曲している 

不法就労防止に 
ご協力ください 
不法就労防止に 
ご協力ください 
不法就労防止に 
ご協力ください 

　外国人を雇用する事業主のみな 
さま、不法就労は法律で禁止され 
ています。不法就労した外国 
人だけでなく、不法就労させ 
た事業主も処罰の対象となり 
ます。外国人を雇用する際には、 
『在留カード』で働くことがで 
きる在留資格者であるかを確認してください。 
【問い合わせ先】 
　○外国人在留総合インフォメーションセンター 
　　（平日 ８:３０～１７:１５） 
　　　０５７０－０１３９０４ 
　　（IP電話・PHSからは　０３－５７９６－７１１２） 
　○最寄りの地方入国管理局 



９ 

特別指定区域（案）縦覧のお知らせ 特別指定区域（案）縦覧のお知らせ 特別指定区域（案）縦覧のお知らせ 
　兵庫県都市計画法施行条例（平成１４年兵庫県条
例第２５号：以下「条例」）第７条第２号に規定さ
れる市町土地利用計画等による特別指定区域の指
定及び変更案の縦覧を次のとおり行います。 
 
■縦覧案件 
○条例別表第３の３の項に規定する地域活力再生
等区域の変更案 
　西大貫地区　　南大貫地区　　東大貫地区 
　山崎地区　　　西谷地区　　　高橋地区 
○条例別表第３の９の項に規定する複合型（工場等
誘導区域・沿道施設集約誘導等区域）の指定案 
　西谷地区 
■縦覧期間　７月２０日（金）～８月３日（金） 
■縦覧場所　まちづくり課 
■縦覧時間　８：３０～１７：１５（閉庁日を除く） 
 
　なお、この変更案に意見のある住民の方及び土
地所有者等は、縦覧期間中に、福崎町長に意見書
を提出することができます。住所、氏名、年齢及
び案件についての意見をできるだけ具体的に記載
のうえ提出してください。 
 
問い合わせ・意見書提出先 
　まちづくり課（内線３３６） 

　６月１１日、水道週間の取り組みとして、第２体
育館で技術講習会が開催されました。 
　この技術講習会は管工事業協同組合の主催で行
われ、上下水道課職員と水道技術関係者が参加し
ました。講習会では、小口径の水道管で多く採用
されている接合方法の実習の他、断水を伴う工事
において、断水範囲を小さくできる「不断水凍結
工法」の実演を行いました。 
　最新の工法や材料について知識を深め、安心安
全な水を絶やすことなく供給できるよう、技術の
向上に励んでいきます。　　　　　　（上下水道課） 

～安定した給水確保のために～ 
水道技術講習会を実施 

　５月３０日にボンマル
シェ福崎店で、福崎町
防犯指導委員会主催に
よる「春の防犯キャン
ペーン」を、福崎警察
署と福崎防犯協会の協
力を得て実施しました。 
　現在、振り込め詐欺や空き巣などが多発してい
ます。防犯意識を高め、みんなが注意し合い、犯
罪のない明るい福崎町にしましょう。 

（住民生活課） 

（まちづくり課） 

　東部工業団地内にある、イーストパークの広場及
び花壇を整備しました。広場の一部を芝生化するこ
とで、より利用しやすい広場としてリニューアルし
ています。地域のスポーツ・レクリエーション活動
の場として、安らぎの場として、新しくなった広場
をぜひご利用ください。 



　
７
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に
高
齢
受
給
者
証

を
送
付
し
ま
す
。 

　
高
齢
受
給
者
証
を
保
険
証
と
あ
わ
せ

て
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
昭

和
１９
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
は

一
部
負
担
額
が
１
割
、
昭
和
１９
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
は
２
割
（
現
役

並
み
所
得
の
方
は
３
割
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
び
郵
送
す
る
証
は
平
成
２９
年
中

の
所
得
等
に
よ
り
算
出
し
た
一
部
負
担

金
割
合
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
８
月
１

日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
の
で
医
療
機
関

に
か
か
る
時
は
窓
口
で
保
険
証
と
あ
わ

せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

　
高
齢
受
給
者
証
は
誕
生
日
の
翌
月
か

ら
の
使
用
と
な
り
ま
す
。（
各
月
１
日
が

誕
生
日
の
方
は
誕
生
月
か
ら
。
）使
用
が

可
能
と
な
る
月
の
前
月
下
旬
に
該
当
の

方
に
送
付
し
ま
す
。 

新
た
に
７０
歳
に
な
ら
れ
た
方
へ 

７０
歳
〜
７４
歳
の
方
に 

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す 

　
８
月
か
ら
新
し
く
平
成
２９
年
中
の
所

得
等
で
算
出
す
る
認
定
証
が
発
行
で
き

ま
す
。
入
院
ま
た
高
額
に
な
る
外
来
診

療
の
際
に
こ
の
証
と
保
険
証
を
同
時
に

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
ひ
と

つ
の
医
療
機
関
等
に
お
い
て
１
か
月
の

保
険
内
診
療
分
に
か
か
る
自
己
負
担
が

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。 

 

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証 

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
こ
の

証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
入
院
時

の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
証
の
発

効
期
日
（
申
請
月
の
１
日
）
か
ら
食
事

代
が
減
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
は

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

■
限
度
額
適
用
認
定
証 

交
付
対
象
者 

・
７０
歳
未
満
の
住
民
税
課
税
世
帯
の
方 

・
７０
歳
以
上
の
現
役
並
み
Ⅰ
・
Ⅱ
の
所

得
区
分
の
方
（
上
表
参
照
） 

※
今
回
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
の
一
部

の
方
も
認
定
証
の
交
付
対
象
と
な
り

ま
す
。 

※
申
請
は
８
月
１
日
以
降
に
お
願
い
し

ま
す
。 

◎
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
認
定
証
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証 

・
印
鑑 

 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係（
内
線
３
５
５
） 

限
度
額
適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証 

必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　
　 

１０ 

７０歳以上のみなさんへ 
８月から高額療養費の上限額が変わります 

問い合わせ先 
健康福祉課　国保医療係 
　　　　　　（内線３５５） 

　高額療養費とは、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に上限額を超
えて支払った分を払い戻す制度です。上限額は個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。 

○「現役並み」区分が課税所得に応じてⅠ～Ⅲに分かれます。 
（区分Ⅰ・Ⅱの方は、申請により限度額適用認定証が交付されますので、医療機関での支払いが高
額になる可能性がある場合は、申請手続きをしてください。） 

○「一般」区分の外来（個人ごと）の上限額が変わります。 

※１　世帯収入の合計額が５２０万円未満（１人世帯の場合は３８３万円未満）の場合を含みます。 
※２　過去１２か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。 

平成３０年７月まで 

区　分 

現
役
並
み
所
得 

一
般 

低
所
得 

課税所得 
１４５万円以上 ５７,６００円 

８０,１００円 
＋（医療費－ 

２６７,０００円）×1% 
〈多数回４４,４００円 

※２〉 

１４,０００円 
（年間上限１４４,０００円） 

５７,６００円 
〈多数回４４,４００円 

※２〉 

１４,０００円 
２４,６００円 

１５,０００円 

課税所得 
１４５万円未満（※１） 

外来 
（個人ごと） 

外来+入院 
（世帯ごと） 

Ⅰ住民税非課税世帯 
（年金収入８０万円以下など） 

Ⅱ住民税非課税世帯 

平成３０年８月から 

区　分 

現
役
並
み
所
得 

一
般 

低
所
得 

２５２,６００円 
＋（医療費－８４２,０００円）×1% 
〈多数回１４０,１００円※２〉 

１６７,４００円 
＋（医療費－５８８,０００円）×1% 
〈多数回９３,０００円※２〉 

８０,１００円 
＋（医療費－２６７,０００円）×1% 
〈多数回４４,４００円※２〉 

５７,６００円 
〈多数回４４,４００円 

※２〉 

外来 
（個人ごと） 

外来+入院 
（世帯ごと） 

課税所得 
３８０万円以上 

課税所得 
６９０万円以上 

課税所得 
１４５万円以上 

１８,０００円 
（年間上限１４４,０００円） 

８,０００円 
２４,６００円 

１５,０００円 

課税所得 
１４５万円未満（※１） 

Ⅰ住民税非課税世帯 
（年金収入８０万円以下など） 

Ⅱ住民税非課税世帯 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

７０歳以上の方の上限額（月ごと） 

国
民
健
康
保
健
の
お
知
ら
せ 



後期高齢者医療制度のお知らせ 後期高齢者医療制度のお知らせ 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
を
決
め
る
基
準
で
あ
る
保

険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
ま
す
。
７
月
中
旬
に
「
平
成

３０
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

保
険
料
の
支
払
方
法 

①
年
金
か
ら
の
お
支
払
い 

　
【
特
別
徴
収
】 

　
特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に

よ
る
支
払
い
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

②
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の 

　
お
支
払
い
【
普
通
徴
収
】 

　
年
金
の
受
給
額
が
年
額
１８
万

円
未
満
の
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
合

計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
方
が
対
象
で
す
。

原
則
、
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
、
毎
月
月
末
を
納
期
限
と
し

て
、
９
期
に
分
け
て
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。 

    

保
険
料
の
計
算
方
法 

　
年
間
の
保
険
料
は
一
人
ひ
と

り
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
と
な
り
ま
す
。 

　
被
保
険
者
証
の
更
新
時
期
は

毎
年
８
月
１
日
で
す
。
７
月
下

旬
に
簡
易
書
留
で
新
し
い
被
保

険
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
８
月

１
日
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証

を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納

付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
有
効
期

限
が
短
い
被
保
険
者
証
（
短
期

被
保
険
者
証
）
を
送
付
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
が

困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
被
保
険
者
の
平
成

２９
年
中
の
所
得
に
よ
り
算
出
さ

れ
た
平
成
３０
年
度
の
住
民
税
課

税
所
得
と
平
成
２９
年
中
の
収
入

額
を
も
と
に
計
算
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
世
帯
状
況
の
異
動

や
所
得
の
更
正
に
よ
り
、
随
時

変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

   

●
現
役
並
み
所
得
者 

　
（
所
得
が
高
い
方
） 

　
８
月
か
ら
現
役
並
み
所
得
者

の
区
分
が
変
わ
り
、「
現
役
並
み

Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
該
当
す
る
方
は
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
医
療
機
関
ご
と
に

１
か
月
間
に
支
払
う
自
己
負
担

額
が
、
外
来
・
入
院
と
も
区
分

に
応
じ
た
限
度
額
と
な
り
ま
す
。 

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方 

　
「
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
該
当
す

る
方
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
限
度
額

と
な
り
、
入
院
時
の
食
事
代
に
つ

い
て
は
減
額
さ
れ
ま
す
。
（
柔
道

整
復
、
鍼
灸
、
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
施
術
な
ど
は
除
く
。
） 

　
認
定
証
の
更
新
時
期
は
毎
年
８

月
１
日
で
す
。
現
在
、
認
定
証
を

お
持
ち
で
８
月
以
降
も
引
き
続
き

対
象
と
な
る
方
に
は
、
新
し
い
証

を
被
保
険
者
証
と
い
っ
し
ょ
に
送

付
し
ま
す
。 

　
「
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
」
あ
る
い
は 

「
現
役
並
み
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
該
当
す

る
方
で
認
定
証
の
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証 

・
被
保
険
者
の
印
鑑 

・
来
ら
れ
る
方
の
身
分
証 

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す 

新
し
い
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す 

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。（ここでいう控除額とは、公的年金等控除額、
給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません） 

（平成２９年中（１～１２月）の 
総所得金額等（※） 
　－　３３万円）×　１０.１７％ 

平成３０年度保険料額 
（最高限度額６２万円） 

②所得割額 

４８,８５５円 

①均等割額 ①＋② 

＋ ＝ 

し
ん
き
ゅ
う 

限
度
額
適
用
認
定
証
・
標
準 

負
担
額
減
額
認
定
証
　
　
　 

問
い
合
わ
せ
先 

・
資
格
に
関
す
る
こ
と 

　
健
康
福
祉
課（
内
線
３
５
５
・ 

　
３
５
６
・
３
７
９
） 

・
保
険
料
に
関
す
る
こ
と 

　
税
務
課
（
内
線
３
４
２
） 

・
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
域
連
合
事
務
局
（
コ
ー
ル
セ

　
ン
タ
ー
代
表
） 

　
　
０
７
８
・
３
２
６
・
２
６
１
２ 

１１ 

　サマージャンボ宝くじの収益金は、県内市町のより良いまちづくりに

活用されています。収益金は各都道府県の販売実績などに応じて交付さ

れますので、ぜひ兵庫県内の宝くじ売り場でお買い求めください。 

発売期間　７月９日（月）～８月３日（金） 
抽せん日　８月１４日（火） 
 

福崎町では給食配送車を 
更新しました 



　
現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負
担

割
合
証
（
白
色
）
の
有
効
期
限
は

７
月
３１
日
で
す
。
平
成
３０
年
度
の

所
得
判
定
後
、
８
月
１
日
か
ら
翌

年
の
７
月
３１
日
ま
で
有
効
の
負
担

割
合
証
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
際
に
、
事
業
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

　
旧
負
担
割
合
証
は
有
効
期
限
終

了
後
に
健
康
福
祉
課
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
平
成
３０
年
８
月
か
ら
、
２

割
負
担
者
の
う
ち
特
に
所
得
の
高

い
人
の
負
担
割
合
が
３
割
と
な
り

ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
　
介
護
保
険
係 

（
内
線
３
５
２
・
３
６
４
） 

新
し
い
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す 

１２ 

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ 

＜利用者負担の判定の流れ＞ 

第１号 
被保険者 

本人の 
合計所得金額が 
２２０万円以上　 

本人の 
合計所得金額が 
１６０万円未満　 

本人の 
合計所得金額が 
１６０万円以上 
２２０万円未満 

同一世帯の第１号被保険者の 
年金収入＋その他の合計所得金額 
単身世帯：３４０万円未満 
２人以上世帯：４６３万円未満 

２割負担 
＊２割負担の 
判定フローへ 
（１割負担） 

同一世帯の第１号被保険者の 
年金収入＋その他の合計所得金額 
単身世帯：２８０万円未満 
２人以上世帯：３４６万円未満 

下記以外の場合 ３割負担 

２割負担 

１割負担 

１割負担 

下記以外の場合 

※利用者の負担額には、１か月の上限額（高額介護サービス費）があるため、 
　３割負担となる人の負担額がすべて１.５倍になるわけではありません。 

平成３０年度「小児慢性特定疾病医療受給者証」更新手続きのお知らせ 
◎小児慢性特定疾病医療受給者証の更新交付を希望される方は申請手続きが必要です。 

 
　平成３０年９月３０日まで有効の特定医療費（指
定難病）受給者証をお持ちの方で、引き続き受
給者証の交付を希望される、平成３０年１０月１日
時点で満２０歳未満の方。 

 
　兵庫県では、平成３０年度から、マイナンバー
の情報連携が始まります。申請時に、必要な方
全員のマイナンバー等をご提出いただくことで、
申請に必要な添付書類の一部を省略することが
できます。 
※書類を省略できない場合もありますので詳し
くはお問い合わせください。 

国民年金保険料の納め忘れがある方へ『後納制度』をご利用ください 
　国民年金保険料は、納付期限から２年を過ぎると時
効により納付することができません。 
　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付す
ることで、将来の年金額を増やすことができる『後納
制度』が、平成２７年１０月から平成３０年９月までの３年
間に限り実施されています。 
　後納制度を利用することにより、年金額の増額や受
給資格期間を確保することができる場合があります。 
（※老齢基礎年金を受給中の方などは対象外です。） 

１．対象者  
　７月２日（月）～８月１０日（金） 
※住民票等、必要書類の一部を省略せず提出す
る場合（マイナンバーの情報連携を必要とし
ない場合）は８月２４日（金）まで。 
※９月２８日まで受付は可能ですが、新しい受給
者証の発送は１０月１日以降となります。 

※更新手続きの案内は、更新受付開始日までに
各受給者宛にお送りします。案内が更新受付
開始日までに届かない場合はご連絡ください。 

■申請受付及び問い合わせ先 
　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）地域保健課 
　　２２－１２３４ 

３．更新申請受付期間 

２．マイナンバーの情報連携について 

◆後納制度のポイント◆ 
１．後納制度を利用される場合は、後納が可能な
期間のうち古い分から納めていただきます。 

２．過去３年度以前の後納保険料には、当時の保
険料額に加算額がつきます。 

３．一部免除された期間のうち、未納となってい
る期間も対象となります。この場合の後納保
険料は、一般の未納期間と同じ１ヶ月分の保
険料が必要となります。 

【問い合わせ先】ねんきん加入者ダイヤル　　０５７０－００３－００４ ／ 姫路年金事務所　　０７９－２２４－６３８２ 



　
明
治
３７
年
（
１
９
０
４
）
に
始

ま
っ
た
日
露
戦
争
は
、
翌
年
終
結
。

仁
川
沖
海
戦
の
後
も
い
く
つ
か
の

戦
闘
に
参
加
し
た
静
雄
は
、
幸
い

に
も
命
を
落
と
し
た
り
、
大
け
が

を
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
終
戦
を

迎
え
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
静
雄
は
海
軍
兵
学
校

航
海
術
教
官
兼
監
事
や
、
海
軍
軍

令
部
参
謀
を
歴
任
。
階
級
も
、
大

尉
か
ら
少
佐
に
昇
進
し
、
明
治
４２

年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

付
武
官
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
大

使
館
付
武
官
と
は
、
各
国
の
大
使

館
に
駐
在
し
、
そ
の
国
の
軍
事
に

関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
任
務
を

与
え
ら
れ
た
武
官
の
こ
と
で
す
。 

　
当
時
静
雄
は
３２
歳
。
海
軍
兵
学

校
を
首
席
で
卒
業
し
、
順
調
に
昇

進
を
重
ね
、
同
期
生
に
先
ん
じ
て

少
佐
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、

こ
の
人
事
は
他
の
駐
在
武
官
と
比

べ
て
も
異
例
の
出
世
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
静
雄
自
身
の

能
力
も
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
し

ょ
う
が
、
人
事
の
背
景
に
は
当
時

の
海
軍
大
臣
で
、
静
雄
の
結
婚
に

際
し
て
仲
人
を
務
め
た
斎
藤
実
の

影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。（
中

村
義
彦
「
松
岡
静
雄
滞
欧
日
記
解

題
」
） 

　
ま
た
、
静
雄
は
明
治
３３
年
に
、

日
本
が
ド
イ
ツ
に
発
注
し
て
作
っ

た
軍
艦
「
八
雲
」
の
引
き
取
り
の

た
め
、
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
後
年
執
筆
さ
れ
た
多
く
の
外

国
語
に
関
す
る
著
書
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
静
雄
の
語
学
習
得
能

力
は
か
な
り
の
も
の
で
し
た
。
こ

の
と
き
習
得
し
た
ド
イ
ツ
語
に
つ

い
て
も
、
「
新
聞
で
も
雑
誌
で
も

自
由
に
読
め
る
」（『
故
郷
七
十
年
』）

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
が
堪
能

で
あ
っ
た
こ
と
も
、
静
雄
が
オ
ー

ス
ト
リ
ア
駐
在
武
官
に
任
命
さ
れ

た
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　
静
雄
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
駐
在
武

官
任
命
は
、
松
岡
家
に
と
っ
て
も

大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
松
岡
五
兄
弟
」
第
２６
話
（
２
０

１
７
年
３
月
）
で
も
紹
介
し
ま
し

た
が
、
こ
の
と
き
兄
弟
た
ち
は
遠

く
欧
州
の
地
に
赴
任
す
る
静
雄
の

た
め
に
、
歓
送
会
を
催
し
た
よ
う

で
す
。
柳
田
國
男
が
長
兄
の
松
岡

鼎
に
宛
て
た
葉
書
か
ら
は
、
静
雄

の
都
合
に
合
わ
せ
て
こ
ま
め
に
日

程
を
調
整
し
た
り
、
布
佐
（
現
在

の
千
葉
県
我
孫
子
市
）
か
ら
上
京

し
て
く
る
鼎
の
た
め
に
、
待
ち
合

わ
せ
の
方
法
を
指
示
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
静
雄
も
日
本
を

離
れ
る
直
前
に
、
鼎
に
宛
て
た
葉

書
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
他
の
兄
弟
た
ち

か
ら
の
激
励
を
受
け
て
出
発
し
た

静
雄
で
す
が
、
実
は
、
駐
在
武
官

時
代
の
静
雄
の
動
向
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
資
料
は
、
『
松
岡
静
雄

滞
欧
日
記
』
と
し
て
、
翻
刻
・
出

版
さ
れ
て
お
り
、
福
崎
町
立
図
書

館
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
日
記
の
始
ま
り
は
明
治
４２
年
１１

月
初
旬
。
セ
イ
ロ
ン
島
（
現
在
の

ス
リ
ラ
ン
カ
）
沖
を
航
海
中
の
船

の
中
で
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
冒
頭
で
は
、
妻
に
宛
て
て
、

今
後
手
紙
は
日
記
の
よ
う
に
書
い

て
送
る
こ
と
。
任
地
に
着
い
た
ら

用
紙
も
同
じ
も
の
を
使
い
、
綴
り

や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
自
分

は
生
来
日
記
を
書
く
の
が
好
き
で

は
な
い
の
で
、
送
っ
た
手
紙
を
日

記
の
代
わ
り
に
し
た
い
の
で
、
そ

の
つ
も
り
で
手
紙
を
保
管
し
て
お

く
よ
う
に
。
な
ど
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
資
料
は
単

な
る
日
記
で
は
な
く
、
妻
へ
の
手

紙
で
も
あ
る
の
で
す
。 

　
ち
な
み
に
、
静
雄
は
明
治
３８
年

に
、
薩
摩
出
身
の
官
僚
で
あ
る
田

尻
稲
次
郎
の
娘
、
愛
子
と
結
婚
し

ま
し
た
。
し
か
し
、

わ
ず
か
２
年
後
に
愛

子
は
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
約
１
年
の
後
、
明

治
４１
年
に
、
今
度
は

長
州
出
身
の
官
僚
・

政
治
家
で
あ
る
野
村

靖
の
五
女
、
初
子
と

結
婚
。
そ
れ
か
ら
１

年
あ
ま
り
で
、
単
身

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
赴

任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
の
と

き
、
初
子
は
身
籠
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
の
よ
う
に
、
気
軽
に
メ
ー

ル
や
電
話
で
や
り
と
り
の
で
き
な

い
時
代
の
こ
と
。
身
重
の
妻
を
残

し
て
の
海
外
赴
任
は
、
何
か
と
気

が
か
り
だ
っ
た
よ
う
で
、
日
記
兼

手
紙
か
ら
は
、
し
き
り
に
初
子
の

体
や
出
産
の
こ
と
を
気
づ
か
う
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

　
１２
月
２
日
、
４７
日
に
及
ぶ
船
旅

の
末
、
船
は
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ

イ
ユ
に
到
着
。
そ
こ
か
ら
列
車
に

乗
り
換
え
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首

都
、
ウ
ィ
ー
ン
に
到
着
し
た
の
は
、

１２
月
４
日
の
こ
と
で
し
た
。 

　
こ
う
し
て
、
約
３
年
に
及
ぶ
、

静
雄
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
生
活

が
始
ま
る
の
で
す
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

静
雄
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ 

第３５話 

じ
ん
せ
ん 

な
こ
う
ど 

さ
い
と
う
ま
こ
と 

か
な
え 

ふ
　
さ ほ

ん
こ
く 

じ
り
い
な
じ
ろ
う 

た 

あ
い
こ 

の
む
ら 

や
す
し 

は
つ
こ 

あ
　
び
　
こ 

や
く
も 

オーストリア駐在中の服務規程などが示された訓令書 
（「各国駐在帝国大使館附武官任免雑件（公使館）／墺国之部」） 
画像提供：アジア歴史資料センター／所蔵：外務省外交資料館 
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農業委員会

農業委員会 
だより 

農業者年金に加入しませんか 
老後の備えは国民年金プラス農業者年金で！ 

　国民年金の第１号被保険者で、年間６０日以上農業に従事する６０歳未満
の方なら、だれでも加入できます。また、配偶者や後継者などの家族従事
者も加入できます。（※農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年
金（月額４００円）への加入も必要となります。） 

☆積み立て方式の年金ですので、少子高齢時代に強い年
金です。 
☆保険料の額は月額２万円から６万７千円までの間で千
円単位で自由にきめられます。 
☆終身年金で、仮に８０歳前までに亡くなった場合でも、
死亡一時金として８０歳までに受け取れるはずであった
年金相当額が遺族に支給されます。 
☆公的年金ですので、払った保険料の全額が社会保険料
控除の対象となり、節税につながります。また、受け
取る年金は、公的年金等控除の対象となり税制上の優
遇措置があります。 
☆認定農業者など、農業の担い手には手厚い政策支援（保
険料の国庫補助）があります。 

農業者の方なら広く加入できます 

農業者年金は 
積立方式の公的な 
年金です 

問い合わせ先 
　農業者年金基金　　０３－３５０２－３９４２ 
　農業者年金基金ホームページ　http://www.nounen.go.jp 
　福崎町農業委員会（内線３１３、３１４） 
　ＪＡ兵庫西　福 崎 支 店　　２２-１１００ 
　　　　　　　福崎東支店　　２２-５００３ 

　河川環境の 

大切さを学び、 

実際に川に入 

って魚にふれ 

あい親しみま 

しょう。 

日時　８月１８日（土）１０:００～（９:３０受付開始） 

場所　神崎支庁舎（神河町粟賀町６３０） 

参加費　無料 

【内容】 

　①アユのふれあい体験　１００人（小学１～３年生） 

　②ニジマス釣り体験　１００人（小学４～６年生） 

　③がさがさ（水中生物の採捕） 

　④アユ・ニジマスの試食（1人1尾） 

　⑤市川の生物展示学習 

※①②は、ＦＡＸ又はメールでの申し込みが

必要です。申込書は、兵庫県内水面漁業協

同組合連合会ＨＰからダウンロードしてく

ださい。７月３１日（火）締切。（先着順） 

申し込み・問い合わせ先 

　兵庫県内水面資源保全支援協議会 

　　０７８－３４１－８８９９／FAX ０７８－３４１－８８１３ 

みんなで育てる　ひょうごの川 
サマーフェスティバル in 神河町 
みんなで育てる　ひょうごの川 
サマーフェスティバル in 神河町 
みんなで育てる　ひょうごの川 
サマーフェスティバル in 神河町 

　福崎高校では、県政１５０周年記念事業として、

平成２９年度から学校の中庭でもち麦の栽培にチ

ャレンジしていま

す。 

　順調に生育して

いましたが５月に

入り倒伏し、もち

麦栽培の難しさを

実感しました。 

　平成３０年度は、商品開

発に取り組み、町のイベ

ントでの販売を考えてい

ます。 

「もち麦を育ててみて」 
　もち麦を育てることで初めて農業に携わり、
農業は育てる環境が大切だと感じました。私
たちの育てたもち麦は、麦が密集し、風通し
が悪く、生産組合の方たちのものより小さく
見た目も悪くなったので、来年はこの経験を
生かして、より良いものを作りたいです。 

福崎高校　２年　大谷未悠 
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７月１７日（火）・８月２１日（火）　１０：００～１４：００ 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 

個別相談 

申込は下記の３施設 
で受付します　　　 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp

★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 
★定員を定めている行事への参加は、福崎町に在住の子どもとその保護者に限ります。 
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日時　７月２４日（火）　１０：００～１０：４５（受付９：４５～） 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
演奏　牛尾奈津美さん・玉置真梨さん 
対象　就学前の子どもとその家族 
申込先　おひさまらんど 
※夏休み中です。みなさんいっしょにお越しください。 

小さなお友達も大歓迎！！ 

日時　８月１日（水）　１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 
場所　エルデホール　メインホール 
※夏休み中の開催です。みなさんいっしょにお越し
ください。 
※申込は不要です。問い合わせはともだちひろばへ。 

　老人クラブの方といっしょに短冊に願いごとを
書いたり、親子で七夕会を楽しみましょう。 
日時　８月３日（金）　１０：００～１１：００ 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
対象　就園前の子どもとその家族 
定員　３０組（先着順） 
申込先　おひさまらんど　７/1１（水）から受付。 

　身近な材料を使って水あそび 
のおもちゃを作り、ご家族で川 
遊びを楽しみませんか？小さな 
お友達も大歓迎です。 
日時　８月４日（土）　１０：００～１１：３０（受付９:４５） 
　　　※雨天の場合は中止です。 
場所　青少年野外活動センター（現地集合） 
対象　就学前の子どもとその家族 
申込先　にこにこひろば 
持ち物　牛乳パック1個、 
　プリン・ゼリー・乳酸飲料 
　などの空き容器1個、水筒、 
　タオル、着替え、濡れても 
　いいくつ（親子とも） 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
７月１２日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズムあそ
びをします。  
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
８月２日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアター
など。ことばやおはなしの世界を広げましょう。 
※申込は不要です。問い合わせはともだちひろばへ。 

☆７月の製作『にじみ絵の魚』 
　７月１９日（木）　製作時間：約２０分 
☆８月の製作『ぶどう』 
　８月１６日（木）　製作時間：約１５分 

　申込みは不要です。材料はこちらで用意します。
９:３０～１１:００の都合のいい時間におこしください。
場所　にこにこひろば 
対象　就学前の子どもとその保護者・先着３０人 
 
 
 
 
 
※問い合わせはにこにこひろばへ。 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
７
月
１７
日（
火
） 

　
　
８
月
１４
日（
火
）・
１６
日（
木
） 

　
　
９
月
１８
日（
火
） 

　
　
１０
月
７
日（
日
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
１０
月
中
の
利
用
は
８
月

２
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
タ

オ
ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

就
農
希
望
者
向
け 

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会 

日
時
　
８
月
１９
日（
日
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時 

場
所
　
神
戸
国
際
会
館
９
階 

参
加
費
　
無
料 

申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

（「
ｅ
‐
ひ
ょ
う
ご
就
農
セ
ミ
ナ
ー
」

で
検
索
）
で
申
し
込
め
ま
す
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・

同
伴
者
の
人
数
を
記
載
し
て
申
込

先
へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月

１７
日（
金
）必
着
。 

内
容
　
農
業
法
人
の
紹
介
や
、
新

規
就
農
者
の
体
験
発
表
、
ひ
ょ
う

ご
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

が
農
業
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
の

心
構
え
を
話
す
ほ
か
、
県
や
市
町
、

県
内
の
農
業
法
人
な
ど
が
個
別
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
業
経
営
課 

　
０
７
８
・
３
６
２
．
９
１
９
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
６
２
・
９
３
９
４ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

nougyoukeiei@
pref.hyogo.lg.jp 

  

平
成
３０
年
度 

第
２
回
警
察
官
募
集 

募
集
人
員 

■
一
般
区
分 

・
男
性
警
察
官
Ａ
　
　
　
８１
人 

・
男
性
警
察
官
Ｂ
　
１
３
０
人 

・
女
性
警
察
官
Ａ
　
　
　
１０
人 

・
女
性
警
察
官
Ｂ
　
　
　
１５
人 

■
特
別
区
分
（
性
別
不
問
） 

・
情
報
処
理
　
　
　
　
　
２
人 

・
武
道（
柔
道
・
剣
道
）　
４
人 

（
Ａ
）
４
年
制
大
学
を
卒
業
又
は

平
成
３１
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人 

（
Ｂ
）（
Ａ
）以
外
の
人
、
平
成
３１

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
を
除
く 

受
付
期
間 

７
月
１１
日（
水
）〜
８
月
２０
日（
月
） 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
最
終
日
の

午
後
５
時
ま
で
受
信
有
効 

○
郵
送
…
最
終
日
の
消
印
有
効 

○
持
参
…
最
終
日
の
午
後
１１
時
５９

分
ま
で
提
出
可 

試
験
日
　
９
月
１６
日（
日
） 

問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
警
察
署
　
警
務
係 

　
２３
・
０
１
１
０ 

  

の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
募
集 

　
兵
庫
県
と
公
益
財
団
法
人
兵
庫

県
人
権
啓
発
協
会
で
は
、
人
の
優

し
さ
や
思
い
や
り
、
支
え
合
う
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
、
人
権
文

化
の
創
造
や
人
権
課
題
の
解
決
に

関
す
る
内
容
が
描
か
れ
た
文
芸
作

品
〔
小
説
、
随
想（
手
記
・
作
文
）、

詩
、
創
作
童
話
〕
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

応
募
資
格
　
兵
庫
県
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方 

応
募
作
品
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

を
含
む
未
発
表
・
未
投
稿
の
自
作

の
作
品
に
限
る（
字
数
制
限
あ
り
） 

応
募
方
法
　
郵
送
に
限
る 

応
募
期
限
　
９
月
１０
日（
月
） 

※
当
日
消
印
有
効 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先 

（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会 

　
０
７
８
・
２
４
２
・
５
３
５
５ 

お知らせ 

information

１６ 

福崎町職員を募集します 福崎町職員を募集します 福崎町職員を募集します 

問い合わせ先　総務課　人事係（内線２２２）※採用条件の詳細などは募集要項（HPにも掲載）でご確認ください。 

■募集職種（人数） 
　・一般行政職（２人程度） 
　・保健師（１人） 
■試験日（１次試験）　９月１６日（日） 
■試験内容　 教養試験・作文試験 
■試験会場　 神戸医療福祉大学（福崎町高岡１９６６-５） 
■受付期間　 ７月２６日（木）～８月２日（木） 
※午前８時３０分～午後５時１５分（土日を除く） 
※郵送の場合も期間内必着。必ず切手を貼った
返信用封筒を同封してください。 

■申込方法　総務課へ持参または郵送 
※受験申込書は総務課で配布します。 
※申込書を郵便で請求する場合は、１２０円切手
を貼った返信用封筒（角２）を同封してくだ
さい。 

先輩からひとこと 
　保健師３年目です。まだ
慣れないことがありしんど
い時もありますが、先輩や
上司の方が丁寧に教えてく
ださいます。また、プライ
ベートでも仲良くしていた
だいているのでとても良い
環境だと感じています。 

本 城 里 奈 
（平成２８年度採用） 

　主に情報管理業務に携わっ
ています。最初のうちは分か
らないことも多くありました
が、先輩方の教えや助言を通
して、仕事の楽しさややりが
いを知ることができました。
いっしょに働く仲間が増える
ことを楽しみにしています。 

藤 尾 彰 吾 
（平成３０年度採用） 



ス
ポ
ー
ツ 

カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！！ 

　
大
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

に
は
乗
り
方
か
ら
指
導
し
ま
す
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

日
時
　
８
月
１１
日（
土
・
祝
） 

　
　
　
午
前
９
時
〜
１２
時 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
１５
人
（
先
着
順
） 

申
込
　
７
月
１４
日（
土
）か
ら 

参
加
費 

　
中
学
生
以
下
　
　
５
０
０
円 

　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

  

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ 

「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催 

　
健
康
や
身
体
づ
く
り
を
中
心
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
ま
す
。 

　
第
２
回
目
は
「
い
つ
ま
で
も
楽

し
い
毎
日
！
」
を
テ
ー
マ
に
認
知

症
予
防
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま

す
。 

日
時
　
８
月
２５
日（
土
） 

　
　
　
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

定
員
　
３０
人 

申
込
方
法
　
事
前
に
第
１
体
育
館

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
電

話
で
の
申
込
可
） 

募
集
期
間
　
７
月
１４
日（
土
）か
ら 

そ
の
他 

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し

く
だ
さ
い
（
運
動
靴
） 

※
タ
オ
ル
、
飲
物
な
ど
は
各
自
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

  
山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
！ 

　
天
候
に
恵
ま
れ
た
５
月
２６
日
、

鉢
伏
高
原
に
参
加
者
４２
人
で
山
菜

採
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
野
山

を
散
策
し
山
蕗
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
、

た
く
さ
ん
収
穫
し
ま
し
た
。
健
康

づ
く
り
に
一
役
か
い
ま
し
た
。 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

第
３０
回
６
人
制
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集 

日
時
　
８
月
２６
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
の
女
性 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
大
会
当
日
に
徴
収
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、８
月
１６
日（
木
）

ま
で
に
第
１
体
育
館
ま
た
は
、
協

会
役
員
へ 

問
い
合
わ
せ
先 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
大
杉 

（
　
２２
・
３
２
３
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
３５

・
８
７
７
１
） 

区　分 

住宅再建共済 
（※1） 

5,000円 

500円 

1,500円 

600万円 

25万円 

50万円 

年額負担金 被害認定 

半壊以上 

半壊以上 
又は床上浸水 

最高給付金 

一部損壊特約 一部損壊 
（10％以上20％未満） 

家財再建共済 
（※2） 

（※1）分譲マンションにお住まいの方も加入できます。 
（※2）借家にお住まいの方も加入できます。 

小さな負担で 
大きな安心 

検索 検索 

フェニックス共済 

　夏はレジャーなどにより、交通の流れや交通
量が変化し、事故が起こりやすい季節です。交
通事故にあわないよう十分に注意してください。
交通ルールを守り、正しい交通マナーの実践を
心がけましょう。 
 
○自転車に乗る際は安全利用を心がけましょう 
○シートベルト・チャイルドシートは全ての座席
で正しく着用しましょう 

○夕暮れ時に自動車・自転車を利用する場合は、
早めのライト点灯を心がけ、歩行者は反射材
などを身につけましょう 

夏の交通事故防止運動 
７月１５日（日）～２４日（火） 

１７ 



日
々
毎
に
　

街
路
樹
青
む
　

初
夏
の
朝 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
青
竹
の
　

杓
清
々
し
　

甘
茶
仏 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

女
神
湖
　

神
秘
の
色
や
　

若
葉
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

園
児
ら
の
　

弾
む
お
散
歩
　

五
月
晴 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

紙
兜
　

折
り
て
被
る
子
　

端
午
の
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

若
葉
風
　

ダ
ム
湖
に
山
の
　

影
蒼
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

湯
宿
よ
り
　

眺
む
大
山
　

初
夏
の
旅 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

谷
風
を
　

は
ら
み
泳
げ
る
　

鯉
の
ぼ
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
純
子 

 

校
庭
の
　

声
援
に
揺
れ
　

藤
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

近
江
路
の
　

葉
桜
揺
ら
す
　

湖
畔
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 
こ
ど
も
の
日
　

タ
ン
ス
の
奥
の
　

母
子

手
帳
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

こ
ど
も
の
日
　

父
も
美
味
し
く
　

チ
ー

ズ
ピ
ザ
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

畦
草
と
　

背
比
べ
し
つ
　

蕗
の
び
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拜
野
寿
々
華 

 

葉
桜
や
　

オ
カ
リ
ナ
を
吹
く
　

女
高
生 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

葉
桜
の
　

下
に
名
所
の
　

案
内
板 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

疾
く
ゆ
け
る
と
き
惜
し
み
つ
つ
振
り
仰
ぐ
空
に
白
雲
悠
然
と
ゆ
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

青
空
や
一
人
な
り
け
り
校
外
学
習
二
泊
三
日
の
孫
送
り
出
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 

 

木
蓮
の
銀
色
尖
る
上
空
を
ひ
か
り
過
ぎ
ゆ
く
ジ
ェ
ッ
ト
機
無
音 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

親
睦
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
歓
声
に
村
の
一
日
の
満
ち
て
足
り
た

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
田
　
　
正 
 

歳
重
ね
悲
喜
こ
も
ご
も
の
誕
生
日
余
生
の
事
な
ど
思
い
て
眠
ら
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

十
二
戸
の
藁
屋
ぽ
つ
ぽ
つ
抱
き
ゐ
て
南
の
山
は
早
く
暮
れ
に
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

上
空
を
一
直
線
に
雉
子
と
ぶ
後
を
追
ふ
ご
と
こ
だ
ま
の
ひ
び
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

黄
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色
に
染
ま
り
行
か
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か
実
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の
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通
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ひ
と
り
歩
き
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松
岡
　
澄
子 

 

さ
つ
き
咲
く
ふ
れ
あ
い
広
場
の
花
み
ず
き
小
雪
の
如
く
高
く
散
り
ゆ

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

柿
若
葉
の
ひ
か
り
浴
み
つ
つ
わ
が
膝
に
止
ま
れ
る
蜻
蛉
わ
れ
を
怖
れ

ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

だ
い
せ
ん 

み
ょ
う
じ
ん 

と 

な
か
ぞ
ら 

き
ぎ
す 

俳

句

会 

短

歌

会 

　江戸から明治に変わって間もない慶

応４年５月２３日（西暦１８６８年７月１２日）

兵庫県は誕生しました。 

　平成３０年に１５０周年の節目の年を迎

えるにあたり、県民一人ひとりが、こ

れまで積み重ねてきた歴史や先人の偉

業を振り返るとともに、本格化する人

口減少・超高齢社会の中で、新たな課

題を共有し、参画と協働により兵庫の

未来を考えることを目的に「県政１５０

周年記念事業」を実施します。 

県政１５０周年記念　県民連携事業を募集します 
　県政１５０周年の節目に際し、地域団体、ボランティア

団体、学生グループ等が行う創意工夫あふれる取組を

支援します。 
 

■事業実施期間：平成３１年３月末まで 

■申請受付期間：平成３１年２月５日まで 

　※ただし事業開始月の前月５日までに申請が必要 

■助成額：１団体あたり原則５～５０万円 

問い合わせ先　中播磨県民センター県民課 

　　　　　　　　０７９－２８１－９１９７ 

１８ 



日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

7/14 
 

19 
 

 

21 

 

22 

23 

24 

25 

 

28 

 

29 

8/1 

2 

4 
 

5 
 

9

土 
 

木 
 

 

土 

 

日 

月 

火 

水 

 

土 

 

日 

水 

木 

土 
 

日 
 

木 

9:00 

9:30 

13:20 

 

6:50 

9:00 

11:00 

10:30 

8:30 

12:00 

10:00 

9:00 

14:00 

13:30 

 

11:00 

11:00 

10:00 

13:30 

11:00 

13:30 

17:50

要申込 

 

 

 

 

～２２日（日） 

 

要申込 

要申込 

要申込 

要申込 

 

 

 

 

 

要申込 

 

要申込 

要申込 

青少年野外活動センター 

三木家住宅 

文化センター 

 

 

柳田國男生家付近 

図書館 

科学センター 

エルデホール 

保健センター 

図書館 

青少年野外活動センター 

図書館 

歴史民俗資料館 

 

図書館 

保健センター 

文化センター 

エルデホール 

柳田國男・松岡家記念館 

エルデホール 

福崎東中学校 

第1体育館 

社会教育課 

文化センター 

保健センター 

観光協会 

文化協会 

図書館 

科学センター 

保健センター 

保健センター 

図書館 

第1体育館 

図書館 

歴史民俗資料館 

図書館 

図書館 

保健センター 

文化センター 

社会教育課 

柳田國男・松岡家記念館 

社会教育課 

地域振興課 

風鈴展 
～８/２６（日） 

～２９日（日） 
要申込 

７/１８・８/１（第１・３水曜日） 
＊１３：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

なやみごと相談 

７/１８（第３水曜日） 
＊１０：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

人 権 相 談 

７/１８（第３水曜日） 
＊１３：００～１５：００ 
＊サルビア会館　 
＊予約不要　　 

行 政 相 談 

随時相談を受付ます 
★要事前予約　 

中播磨健康福祉事務所 
　０７９－２８１－９２１０ 

母 子 相 談 各 

談 

相 

種 

ふれあいワンデー生活塾 

三木家ｄｅ風鈴づくり / 手作り風鈴展 

老人大学一般教養講座 

食育の日 

観光協会クリーン作戦 

山桃忌奉賛・写生大会 

おはなし会 

夏休み親子教室 

町ぐるみ健診 

福咲き　健康食堂 

夏休み工作教室 

アウトドア生活塾 

子ども映画会 

歴民「連続講座②」 

フクちゃん読書の日 

えほんのじかん 

キッズふれあい健康食堂 

山桃忌奉賛・短歌祭 

第３９回山桃忌（第1部）シンポジウム・講演会 

第５回柳田國男検定 

第３９回山桃忌（第２部）遠野の民俗芸能「しし踊り」 

福崎夏まつり 

１９ 

柳田國男・松岡家記念館 
青少年野外活動センター 

≪作り方≫ 

①海藻サラダは袋の表示通りに水で戻し、水気をきる。えびは殻をむ

いて背ワタを取り、さっとゆでて３等分に切る。玉ねぎは塩少々（分

量外）をふってもみ、さっと水洗いする。青じそはせん切りにする。 

②ボウルにＡを合わせ、玉ねぎと青じそを加えて混ぜ、器に注ぐ。 

③もちむぎ素麺は表示どおりにゆでてザルにあげ、清水でよくもみ洗

いをする。氷水にさっとつけ、水気をきって②の器に盛る。えびと

海藻をのせる。 

　もちむぎ素麺に海の恵みたっぷりの海藻
サラダとタンパク質の多いえびをトッピン
グしたヘルシーな一品。えびのタンパク質
と青じそのβ-カロテン、ビタミンＣの組み
合わせは、免疫力を高めると言われ体を健
康に保つための効果的な食材です。爽やか
な夏の味覚を楽しみましょう。 神戸医療福祉大学　 

豊山先生の一言メモ 

青じそドレッシン
グで 

さっぱりと 
青じそドレッシン

グで 

さっぱりと 

２６０kcal 
食物繊維 ３.７ｇ 

≪材料≫（２人分） 
・もちむぎ素麺...２束 
・えび...４尾 
・青じそ...４枚 

 
・海藻サラダミックス（乾燥）...５ｇ 
・玉ねぎ（みじん切り）...大１ 

・酢、オリーブオイル...各大１ 
・塩、砂糖...各ふたつまみ 

A



No.363
福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

毎月１９日は『食育の日』 
　家族や仲間と一緒に食事を楽しむ時間をつくりましょう 
　　　　第２回「みんなの食育川柳」大人の部優秀賞　　孫達が　笑顔で話す　夕ご飯 

２０ 

　兵庫県では、“食育”を実践する
ためのメッセージを絵と言葉で伝え
る「絵手紙」を募集しています。 

  【募集テーマ】 
 テーマ① 
「あなたが取り組む“プラス１の食育実践”」 
　あなたが今、取り組んでいる食育活動にプラ
スしたい実践内容を伝えましょう！ 
例）主食、主菜、副菜を組み合わせた食事をする 
 テーマ② 
「次世代へ伝えたいわが家の味、ふるさとの味」 
　次世代へ伝え繋げたいわが家の味やふるさと
の味、料理の方法などを伝えましょう！ 

兵庫県からのお知らせ 

平成３０年度「食育絵手紙」コンクール！ 

　保健センターでは、平成２４年度から神戸医療福

祉大学との共催で学童期運動食育教室「フクちゃ

んサキちゃんクラブ」を実施しています。 

　５月１９日、第１体育館で今年度の開講式を行い

ました。教室は、学童運動教室（田原小学校・福

崎小学校）・親子運動教室・学童食育教室の３つ

で、運動の楽しさ、食育の大切さを保護者と子ど

もが一緒になって楽しく学 

びます。 

今年度も元気に活動開始！ 

兵庫県　食育絵手紙コンクール 検索 

　こどもたちが元気いっぱいの笑顔でおもてなしを
します！お待ちしています　 

■開店日　第１回　８月２日（木） 
　　　　　第２回　８月２４日（金） 
■時　間　１１時～１３時 
■場　所　保健センター２階 
■料　金　５００円 
■定　員　１回６０人（先着順） 
■予約開始　７月２０日（金） 

　減塩のコツをお伝えします。めざせ、健康長寿！ 

■開店日　７月２４日（火） 
■時　間　１２時～ 
■場　所　保健センター 
■料　金　５００円 
■定　員　３０人 
　　　　　（新規５人を含む） 
■予約受付中（※要予約） 
　キッズスペースあります　　離乳食の参考にも！ 

応募方法など詳しい情報は兵庫県 
ホームページをご覧ください。 

３月まで、みんな

で楽しく健康づく

りに取り組みます。 



保健センターだより 

お気軽にご相談、連絡ください 
～保健師・栄養士がお受けします～ 

○子どもの健康・食事・生活習慣・しつけのこと 

○子どもの発育・発達・問題行動など 

○児童虐待・DV相談など 

福崎町子育て世代包括支援センター 
（保健センター　内線３６０～３６３） 

２１ 

＊二種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・小
児用肺炎球菌・水痘・Ｂ型肝炎予防接種は、接種間
隔に気をつけましょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１
年間です。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 
＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受
けましょう。 

予
防
接
種 

＊からだやこころの相談を受け付けています。気軽に
ご利用ください。 
＊希望者には、「血圧測定」「尿中塩分量測定」「唾液に
よるストレスチェック」を行います。（要予約） 

健
康
相
談 

内　　容 対　　象 受付時間 日（曜） 

一 般 健 康 相 談  

母子健康手帳交付 

す く す く 相 談  
 

3 か 月 児 健 診  

4 か 月 児 健 診  

7か月児のまんまクラブ 

10か月児のあばばクラブ 

1歳お誕生相談 

1歳6か月児健診 

一 般 希 望 者  

妊 婦  

乳 児 希 望 者  

幼 児 希 望 者  

H３０.４月生の乳児 

Ｈ３０.３月生の乳児 

Ｈ２９.１２月生の乳児 

Ｈ２９.９月生の乳児 

Ｈ２９.７月生の乳児 

H２８.９月・１０月生の幼児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時１５分 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

９時４５分～１０時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

９日（月） 

月～金 

９日（月） 
 

２５日（水） 

１７日（火） 

１１日（水） 

２５日（水） 

９日（月） 

１８日（水） 

保健センター7月定例行事予定 
（場所）保健センター 

毎日、こつこつ貯筋生活 

～今より１０分多く、からだを動かしましょう～ 

今月の貯筋プラン №７ 今月の貯筋プラン №７ 上半身を鍛えよう 

①ペットボトルを肩の位置に構えます。 
②片手ずつ真上に押し上げ、①にもどします。 
③左右交互に行いましょう。 

空のペットボトルに水や砂を入れて行いましょう 

＜回数の目安＞ 
１つの運動を５～１０回続けて行い、１日の回数は自分
の体力に合わせて決めましょう。 

＜注意事項＞ 
①自分の体調に注意をはらいましょう。 
②運動中は息を止めないようにしましょう。 

その１（ペットボトルを２本つかって） 

①片手にペットボトルを握ります。 
②肘を脇腹につけ、腕の上げ下げを行います。 
③片手ずつ行いましょう。 

その２（ペットボトルを１本つかって） 

　
気
温
の
高
い
日
が
続
く
こ
れ
か
ら
の
時
期
、

熱
中
症
予
防
を
意
識
し
て
生
活 

し
ま
し
ょ
う
。 
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室
内
で
は
・
・
・ 
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扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
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を
調
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遮
光
カ
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テ
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だ
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打
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利
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◎
外
出
時
に
は
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・
日
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着
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・
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陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
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◎
か
ら
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け
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よ
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性
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、
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ど
で
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ら
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中
症
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わ
れ
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か
け
た
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エ
ア
コ
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が
効
い
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い
る
室
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風
通
し

の
よ
い
日
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ど
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涼
し
い
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さ
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衣
服
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る
め
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ら
だ
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冷
や
す
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特

に
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首
の
回
り
、
脇
の
下
、
足
の
付
け
根

な
ど
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○
水
分
・
塩
分
、
経
口
補
水
液
（
水
に
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と
ブ
ド
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糖
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溶
か
し
た
も
の
）
な
ど
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自
力
で
水
が
飲
め
な
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意
識
が
な
い
場
合
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す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
！ 

熱
中
症
に
ご
用
心
!!
 

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の 

渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
、 

水
分
・
塩
分
な
ど
を
補
給
し
ま
し
ょ
う 

暑
さ
を
避
け
る 

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 
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町民のうごき 

平成３０年５月末現在 

７，７０９世帯 
 

９，２５０人　 

１０人　 

人　口 
（前月比　＋１４人） 

女 

死　亡 

１９，３７９人 
 

１０，１２９人 

１９人 

 

世帯数 
（前月比　＋２８世帯） 

男 

出　生 

　
町
内
の
小
学
校
で
は
、
営
農
組
合
の
み

な
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
田
植
え
や

さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
な
ど
、
農
業
体
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
八
千
種
小
学
校
の
１
年
生
か
ら
４
年
生

の
児
童
は
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
を
体

験
し
ま
し
た
。
大
き
な
さ
つ
ま
い
も
が
で

き
る
か
ど
う
か
は
苗
植
え
が
重
要
！
み
ん

な
で
願
い
を
込
め
、
し
っ
か
り
植
え
ま
し

た
。 

　
芋
掘
り
ま
で
は
営
農
組
合
の
み
な
さ
ん

に
お
世
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
秋
に
は
た

く
さ
ん
の

愛
が
こ
も

っ
た
大
き

な
さ
つ
ま

い
も
が
で

き
ま
す
よ

う
に
☆ 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

 

５
月
か
ら
「
福
咲
き
　
健
康
食
堂
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質

異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
食

事
の
こ
つ
を
食
べ
て
学
ぶ
食
堂
で
す
。
次
回
、

７
月
の
テ
ー
マ
は
「
減
塩
」
で
す
。
栄
養
士

が

”お
役
立
ち
情
報
“
も
お
伝
え
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 


